
社会福祉法人創和 創 和 便 り  
和を創りだす共同体 

こころの病を 経験した人も してない人も 

ともにたまものを 分かち合い 幸福と尊厳を とり戻そう 

 

 

 

ともにたまものを 分かち合い 幸福と尊厳を とり戻そう 

 

   

11 月 22 日（土）10:00〜14:00 創和ユニット 

あなたは歴史的な目撃者になる！ 
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創和ユニットの駄菓子屋さん「あおぞら」が爆誕！ 

 

 

8 月 18 日にオープンしたばかりの駄菓子屋さんには、たくさんのキッズが集まってきた。今どき、駄菓子屋なんてレア。少子

化でキッズの存在もレア。面白い未来がスナック菓子みたいに袋いっぱいに詰まっている。 

世の中の作業所の工賃なんて、うまか棒なみ。実際、時給にすると 200 円台なんてところはよくある。そういう世界が存在す

ることを知らない人は多い。だがしかし、創和ユニットの工賃は緩やかであっても右肩上がり。最低賃金まで到達できるんじ

ゃないかと駄菓子のような甘い夢を見させてくれる。 

現実を直視することは大事。それはわかっている。だけど、夢がなければ現実に立ち向かう元気は生まれない。嫌なことがあ

っても、パフェを食べたらハッピーな気分になれる。だから、ここをキッズに元気を与えられる駄菓子屋にしたい。そうした

ら、オレたちも元気をもらえると思うから。 

 

卓球と料理 

 

白い球を追いかけた日、 汗は影のように地面に溶

けた。野菜を刻んだ日、 刃の音が、失われたラリ

ーを呼び戻す。違う時間に置かれたふたつの景色

は、 同じ夢の断片みたいに、静かに並んでいる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入職員の紹介 

               

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

社会福祉法人 創和の事業 

・就労継続支援 B 型事業所 創和ユニット 入間市久保稲荷 1-27-4 TEL 04-2963-3927 

      作業は、宅配弁当、芝生の管理、樹木の選定、駄菓子屋（NEW！）など。 

・就労継続支援 B 型事業所 満点工房 入間市東町 1-10-3 TEL 04-2968-7341 

      作業はリサイクルショップなど。事業所の真向かいにあるのは同業者の２nd ストリート。 

・地域活動支援センター つどい 入間市豊岡 3-8-5 あたご坂ビル 2Ｆ TEL 04-2964-2117 

      一人でいるのって本当につらい。孤独はきつい。ただそこにいるだけでいい、ということを肯定してもらえる居場所     

・共同生活援助・自立生活援助 東町ホーム 入間市東町 1‐10-26 TEL 04-2965-0370 

      1 人暮らしに近いかたちでの生活なので、掃除、料理、お金の使い方等、職員と一緒に考えながら、やっていこう。 

・入間市障害者就労支援センター りぼん 入間市役所３階 TEL 04-2901-7088 

      障害があるのに働けるの？ 空白の履歴書で面接に受かるの？ いろいろ不安があったらまず相談。無料だ YO！ 

・相談支援事業所 創和 入間市東町 1 丁目 10-3 TEL 04-2946-9563 

      家がゴミ屋敷、近所付き合いに悩んでいる、そういう日常生活で困り事を一緒に考えて、解決方法を見つけていこう      

・ゲストハウス むつみ  飯能市小久保 264-1 TEL 080-7566-6671 

・法人本部 入間市久保稲荷 1-27-4 TEL04-2965-9978 

 

 

4 月に入職し、5月より就労支援センターりぼん

に配属となりました大木真純と申します。まだ

まだ未熟ですが 1日でも早く皆様のお役に立て

るよう頑張りますので宜しくお願い致します。 

 

 

 

4月より創和の１員になりました角屋(かくや)で

す。毎日が学びがあると感じております。どう

ぞ宜しくお願いします。 

フライングゲット！ 

光の中を舞う円盤は、風と遊び、空と笑い、

やがて僕らの手に帰ってきた。一位も、二位

も、三位も。数字よりも残ったのは、あの日

の風の匂いと、胸の奥の小さな誇り。 

 

カレー、麻雀、そして演劇 

 

カレーの会は、湯気の向こうで笑い声を煮込んでいた。 麻雀

部は、机に青春を刻むように牌を並べた。演劇部は、最後の

幕を閉じた。 拍手も残らず、静けさだけが舞台を包んだ。け

れどその匂いも、音も、沈黙も、今もどこかで僕らの胸を温

めている。 

 
創和演劇部はクリスマス会、創和祭で 2011 年からパ

フォーマンスを発表していましたが、2025 年 5 月で

残念ながら終了となりました。仲間の前で大声を出

す、自分でない人を演じることで精神的解放感を感じ

ることが出来ました。            

つどい                          

 

今回の原稿を書くにあたって、ふと創和の歴史を振り返ってみたと

ころ、なんと今年は創和にとって 30 周年という節目イヤーである

ことに気がつきました。そういった節目をあまり大げさに意識しな

いところも、創和らしくていいなと感じています。これまで、本当

にたくさんのメンバーさん、ボランティアさん、そして職員の方々

と働いてきました。今も共にいる仲間もいれば、今は別の道を歩ん

でいる方もいます。でも、そのどなたが欠けても、今の創和はなか

ったと思っています。30 年の歩みに感謝しつつ、これからの新し

い展開や広がりも、楽しみにしてもらえたらうれしいです。これか

らも、どうぞよろしくお願いします。 

                             

創和ユニット・満天工房施設長 安藤 紀 

 

令和コソコソ噂話 

今までは各職員が、この創和便りを作っ

ていましたが、今号ではメンバーの私が

作成することに。悪戦苦闘の末、何とか

完成しました。自分の責務を果たせたと

思います。       

ペンネーム：上弦の俺 

 


